
 
 
 
 
　11月14日・15日に6年生は小学校生活の集大成として、箱根・小田
原・鎌倉方面への修学旅行に行ってきました。天気予報によると、天候
が心配されていましたが、雨に降られることはほとんどなく、旅行に行

 ってくることができました。
　学校を出発し、バスレクで盛り上がりました。クイズ大会やイラスト
対決、カラオケタイムなど盛りだくさんの内容で、あっという間に時間
が過ぎていきました。箱根に着くと、甘酒茶屋から箱根旧街道の石畳を
歩きました。道は滑りやすく、起伏も激しいため、なかなか思うように
進むことができませんでしたが、仲間同士声をかけ合って歩ききること
ができました。途中苦しくなってしまった人を待ったり、荷物を持って

 あげたりと、協力しながら進む姿は素晴らしかったです。
　芦ノ湖畔につくと、箱根の班別行動を開始しました。各班で準備して
きた目的地に向かって出発していきます。行きのバスの到着が遅れたこ
と、箱根旧街道の歩きが遅れたことが重なり、計画通りとはいかない班
が多かったのですが、班員で話し合いながら、計画の変更等をしながら

 全班とも時間通りに小田原城に到着することができました。
　ホテルに到着すると、夕食となります。豪華な食事に舌鼓を打ちまし

 た。学年全員で一堂に会しての食事は楽しいものとなりました。
  2日目の朝食はバイキング形式でした。好きなものを好きなだけ食べることのできるバイキング。
何を食べるのかにも個性が出ます。バランスを考えている人、甘いパンケーキやドーナツなどを頬

 張る人・・・とても楽しい食事となりました。
  ホテルを後にし、いざ鎌倉へ。鎌倉大仏（高徳院）でクラス集合写真を撮って、班別行動へ出発。
思い思いの場所へ出発していきました。初めての場所での行動はハプニングがつきものです。目的
地に無事たどり着いた班、目的地の逆に進んでいってしまった班、迷走している班など様々です。
どれもかけがえのない思い出となったようです。最終目的地である鶴岡八幡宮で記念写真を撮って

 帰路につきました。
　2日間の修学旅行の中で、6年生の様々な素晴らしい点を見ることができました。優しさ、協力
性、時間や決まりを守ろうとする姿勢・・・6年間の集大成として、素晴らしい修学旅行となりま
した。

 
 
 

 　
　11月20日（水）、かずさアカデミアホールにて、合唱部が素晴らしい歌声を披露してきました。
　7月から主に放課後の時間（自宅での自主練もしていたようです）を使って練習を積んできまし
た。練習していく中で、なかなか思うように音が取れなかったり、上手に声を出すことができなか
ったりと苦労しながら、少しずつ仕上げてきました。当日は大勢の他校児童の前で、堂々と発表す

 ることができました。練習の成果を発揮し、素晴らしいハーモニーを奏でることができました。
 
 
 
 
 
 
 
 
    【公民館文化祭にて】           【壮行会にて】         【アカデミアホールにて】
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　11月29日（金）本校の卒業生で、和太鼓奏者の鈴木淳一氏、鈴木氏と演奏活動をされている和
太鼓奏者の西方翠敬氏、篠笛奏者の武田朋子氏の3名をお迎えし、PTA研修委員会主催『和太鼓演
奏会』が行われました。 
　体育館に3名が入場してきた瞬間、児童たちは3名の和の衣装を見た瞬間「わあー」と歓声を上
げました。3名の紹介の後、演奏会が始まりました。和太鼓の地面から湧き上がる振動や音の響き

 と、篠笛の何かものさみしげな音色に心が洗われる思いでした。
  中盤、鈴木氏がなぜ太鼓の道に進んだのか、その道はどのようなものだったのか・・・児童たち
に語ってくれました。小学校6年生から本格的な練習を始め、高校生の時には作曲活動もされてい
たとのこと。高校3年生の時に就職するか太鼓の道に進むのか悩まれたようですが、佐渡島を本拠
地とする「鼓童」の研修生として練習に打ち込むも、メンバー選考には漏れてしまったそうです。
その後千葉に帰ってきて会社員として働いていたのですが、和太鼓奏者になる夢を諦めきれず、ア
ルバイトをしながら演奏活動を続けたそうです。現在は演奏活動や講演活動、太鼓の指導等、世界

 を股にかけて活躍されています。
　講演の中で児童たちに、「何でも感動しろ！」という熱いメッセージを送ってくれました。佐渡
での、テレビも冷暖房もない過酷な状況下での研修の日々から感じ取った、「当たり前のことが当
たり前ではないのだ」、「まずは他人を信じてみよう」、「幸せなことがあったら他人にそのことを話
をすると倍になって返ってくる」、「逆につらいことは他人に話をすると半減する」、「大変さという
ものは100人いれば100通りの大変さがあるのだ」というような、児童のこれからの人生に役立

 つ言葉をたくさん伝えてくれました。あっという間の２時間でした。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    　　【３名の演奏】            【児童と先生も演奏】         　 【講演の様子】

 
 
 
 
　11月30日（土）PTA事業委員会主催の「岩根小フェスタ」が盛大に開催されました。1学期か

 ら長い時間をかけて、内容を練り、準備をしてきてくださいました。
　ミニゲーム、お化け屋敷、くじ引き等どれも児童が喜ぶものばかり。それぞれの会場を回ってい
る児童たちの満面の笑顔がとても印象的でした。ゲームが終わった後はパンや焼きそば、ジュース

 など注文したものをおいしそうに頬張っていました。
　準備してくださった役員の皆様、「子どもたちの笑顔のために」尽力くださり心より感謝申し上
げます。ありがとうございました。


